








る SPA (Software Practice Approach) として認定を行う．また，研究内容によっては，学部および大学院の学位論文研












平成 22年度の PBL申請プロジェクト名は以下の 10件である（途中辞退を除く）． 
PBL番号 タイトル 代表者 
PBL2010-1 楽しみながら大学を知れる体験型携帯電話アプリケーションの開発 万谷勇輝 
PBL2010-2 研究活動支援を目的としたコンテンツの動的分類システムの開発 秋元泰介 




PBL2010-5 ユーザコンテキストを用いた学習型携帯電話UIの開発 菊地慧 
PBL2010-6 多様な端末を考慮した、栄養管理システムの開発 伊藤行生 
PBL2010-7 画像認識アルゴリズム検討のための支援ソフトウェアの開発 吉田農里 
PBL2010-8 携帯電話での文字入力における入力誤り自動訂正システムの構築 菊地直樹 
PBL2010-9 ニューラルネットワークを用いた顔認証システムの構築 山下和彦 
PBL2010-10 多様な環境からのご当地検定問題収集方法の検討と投稿環境の構築 菅原遼介 
 






日時 平成 23年 2月 18日 12:50 から 16:30 
会場 アイーナキャンパス学習室１，４ 




プログラム 12:50 開会式 
挨拶：渡邊 SPA・PBL委員会委員長 
13:00 発表開始 
全 10件のポスターセッション 
16:00 発表終了 
16:15 表彰式・閉会式 
表彰状授与・講評：伊藤研究科長 
 
当日の様子 
  
 
【投票結果】 
来場者には評価シートを配布して全プロジェクトについて評価を行ってもらった（学生の相互評価も含む）．各プロジ
ェクトに対して，研究内容とプレゼンテーションの面から評価してもらい得点を集計した．その結果をもとに，発表終了
後の閉会式で上位２件のプロジェクトを表彰した． 
・最優秀賞：PBL2010-10 
・優秀賞：PBL2010-3 
  
